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　本研究では、「東日本大震災から４年後の被災地を知
る」ことを大きな目的とし、宮城県気仙沼市においてのヒ
アリング調査を中心として活動を行った。調査前には、震
災に関する学習を深めると共に、現地でのヒアリング調査
に向けて話し合いを重ねた。調査では、現地の市役所・市
社協職員や地域住民の方々などからお話を伺い、さらに
は、気仙沼市内や大島の様子を自分たちの目で見ること
によって、震災前後ならびに現在の状況や震災による影
響について学習した。調査後は、現地で学んだことから、
①自分たちに何ができるのか。②情報を発信し、被災地の
現状を伝える。ことを焦点に議論を重ね、構内に貼り出し
を行うことを決めた。掲示を通じて、学生や大学関係者に
対して情報を発信し、被災地への関心・理解の促進を図る

とともに、震災の風化防止につながるための活動を続け
たい。　　　　　　　　　　   （福祉学科　岡安理香子）

　東日本大震災から4年。私たちは1つのドキュメンタリー
映画に出会った。東日本大震災による津波によって発生し
た、福島第一原子力発電所の事故により町ごと避難を強
いられた福島県双葉町の人々に焦点を当てたものだった。
そして私たちが大学生活を送っているここ埼玉県（旧騎西
高校）に、双葉町は役場の機能ごと移転・避難していたこと
を知る。今までどこか遠い場所での出来事と捉えていたも
のが一気に身近なものとなった。
　そこで私たちはこの1年を通して埼玉県加須市にある
「双葉町社会福祉協議会いきいきサロン」を５回訪問し、
埼玉県に避難されている双葉町民や職員の方々との交流
を続けてきた。主な活動として「体操」や「室内で行うバ
レーボール」などのレクに参加したり、休憩の時間には双
葉町の思い出話も沢山聞かせていただいた。最初の頃は
緊張のあまりコミュニケーションをとるのが難しいと感じ
ていた学生も、回を重ねるごとに自分から積極的な交流を
行えるようになった。学生主体で「双葉町に関するクイズ」
や「双葉町民の歌の合唱」などのレクを学生で企画した際

は、町民の皆さんもとても楽しんでくださったように思う。
　本や新聞などの文献からの学びだけではなく、実際に
双葉町民の皆さんと交流させていただき、原発事故がもた
らしたコミュニティの現状や社会の在り方についても考え
る私たちにとって、かけがえのない貴重な機会となってい
る。　　　　　　　　（コミュニティ政策学科　渡邊真奈）

　講演の最後に、彼女は次のような言葉を参加者に投げ
かけた。「でも皆さん、何も大きなことをする必要はないの
です。私たち一人ひとりが抱く＜違和感＞を手がかりに、
今の社会の隠されている真実を見極める＜直感（感性）＞
を磨くことが大切なのです」という「言葉」がとても印象に
残る講演だった。
　静謐で華やかなクリスマスムードの池袋キャンパスを歩
きながら、参加いただいた方々は、アメリカという「戦争を
する国」の悲劇を手がかりに、帰宅する際に「世界の真の
平和とは何か」について、戦後70年間「戦争をしない国」

だったはずの日本は「今、何を学び、考え、そして、自ら何を
成すべきか」を考える素晴らしく、一生忘れることのできな
い時間になったのではないか。
　今回、このような貴重な講演をして下さったジャーナリ
スト・堤未果氏に心からの感謝を捧げたい。この企画が実
現した背景には、さまざまな偶然やご縁を結んでくれた神
様の見えざる暖かい手の温もりを感じた。そして、みんな
が一緒に生きて行ける「平和な世界」の実現を心から祈っ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（結城俊哉）

学術研究推進資金による活動報告
2015年度コミュニティ福祉研究所学術研究推進資金による活動について、その一部を紹介いたします。

「コミュニティ心理学から考える復興支援　～福島県双葉町の方 と々の交流を通して」

「東日本大震災4年後の被災地　～気仙沼市ヒアリング調査から学ぶ～」
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　2015年12月11日（金）、18日（金）新座市立東北小学校
にて、4年生の児童約125名を対象に、元ゴールボール日
本女子代表ヘッドコーチ江黒直樹さん、選手の安達阿記
子さんを講師にお招きしゴールボール体験教室を開催し
ました。小学生を対象としたことで、競技の普及を図るだ
けではなく、子どもたちの身近にあるスポーツを切り口とし
て「障がいのある人＝特別な人」という無意識のうちにつ
くってしまう「心のバリア」を取り除いていくことを目標に掲
げました。教室開催前には、視覚に障がいのある人のス
ポーツ実施状況や障がい者スポーツに関する理解を深め
るために事前学習を実施し、体験教室ではボールを転が
す・止めるという基本動作を確認した後、チームに分かれ
てゲームを行いました。また体験教室前後にアンケートを
実施し、障がいへの理解や2020年の東京パラリンピック

への関心度の変化について調査をしました。今後も障が
い者スポーツの普及に向けた様々な活動に取り組んでま
いります。　　　   （スポーツウエルネス学科　吉田茉莉）

　アスリート用の食事メニューを考え、新座キャンパス学
生食堂の協力のもと、3種類のスポーツ弁当を開発した。
開発するにあたり、国立スポーツ科学センター（JISS）を訪
問し、トップアスリートが利用する施設や食堂を見学した。
JISSの食堂では、トップアスリートが普段口にしているアス
リート用の食事メニューを実際に食べ、メニューの構成や
味付けについて調査・取材を行った。考案した3種類の弁
当は「疲労回復弁当」、「筋力アップ弁当」、「ヘルシー弁当」
と名付け、味・見た目・ボリューム・満足感について試食し
評価した後、スポーツウエルネス学科に所属する2、3年生
と教員の交流イベントにおいて、225食を用意して提供し
た。その際、スポーツ弁当についての資料を作成し、パ
ワーポイントを用いて簡単なスポーツ弁当の構成や栄養
素についての説明を行った。同時に、普段の食事に対する

意識やスポーツ弁当に関するアンケートも実施したが、参
加学生の意識改革が図れ、また弁当に対する好評価が明
らかになったので、学生の食育に繋げることができたと考
える。　　　　　　   （スポーツウエルネス学科　井上陽）

● コミュニティ福祉研究所の活動報告

（2015年）
 4月22日（水） 第１回研究所 運営委員会
 4月29日（水） 第１回研究所会議
  学術研究推進資金 研究成果報告会①
 5月20日（水） 第２回研究所会議
  学術研究推進資金 研究成果報告会②
 5月27日（水） 第２回研究所 運営委員会
 6月17日（水） 第３回研究所 運営委員会
 6月20日（土） むのたけじ氏公開講演会「むのたけじ
  …若者たちへのメッセージ」
 6月24日（水） 第３回研究所会議
 7月 1日（水） 第４回研究所 運営委員会
 7月 8日（水） 第４回研究所会議
 7月12日（日） 公開講会・映画上映会 龍村仁監督
  「ガイアシンフォニー第１番
  －今こそガイアの未来を考える－」

 9月30日（水） 第５回研究所 運営委員会
10月 7日（水） 第５回研究所会議
10月14日（水） 第６回研究所 運営委員会
11月11日（水） 第６回研究所会議
12月 3日（木） 堤未果氏公開講演会「戦後70年　今、
  私たちが考えるべきこと・ワーキングプア
  層が支える21世紀の戦争　～逃げ切
  れ！日本の若者世代～」
12月 9日（水） 第７回研究所 運営委員会

● 今後の活動計画

（2016年）
 1月20日（水） 第７回研究所会議
 1月27日（水） 第８回研究所 運営委員会
 3月 2日（水） 第８回研究所会議

「アスリートの栄養バランスを考えた『スポーツ弁当』の開発」

「ゴールボール教室を通じて、障がい者スポーツの普及と活性化を図る」
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権　安理
（コミュニティ政策学科 助教）
一般的には「公共性」という言葉
で表現される「公共的であること
（the public）」の意味を探求する
ことを研究テーマとしています。
公共性の思想・理論や歴史、コ
ミュニティと公共空間の関係、コ
ミュニティにおける公共性の再編
成について研究を進めていきま
す。
よろしくお願い致します。

大山　早紀子
（福祉学科 助教）
2015年4月に福祉学科に着任し
ました大山早紀子と申します。精
神科医療機関や地域精神保健福
祉チームで精神保健福祉士とし
て従事した後、研究の道に進みま
した。専門は精神保健福祉、ソー
シャルワーク実践です。現場の実
践を体系化し、現場で使える地域
精神保健福祉モデル、特に再入
院予防プログラムの構築につい
て研究をしています。

コミュニティ福祉研究所紀要第3号の発行について
　2015年11月「立教大学コミュニティ福祉研究所紀要第3号」を発行いたしました。本号では研究論文8本と
翻訳1本を掲載しています。また2014年度・所員活動報告では、年次活動等を紹介しています。入手ご希望の
方はコミュニティ福祉研究所までお問合せください。

新任所員の紹介
2015年4月よりコミュニティ福祉研究所の所員となった2名の教員を紹介いたします。

【研究論文】

【翻訳】

結城　俊哉

熊上　崇

柳　　希・三本松　政之

原田　峻・西城戸　誠

飯村　史恵

芝田　英昭

松山　真

浅井　春夫

障がい者の芸術的創造性の支援方法に関する障がい者アートの研究
～アウトサイダー・アート（アール・ブリュット）発見以後の障がい者アート実践の展開～

東日本大震災の被災地コミュニティに対する大学生の関心と支援　　　　
～福島県いわき市での実践を通して～

韓国における性的少数者の当事者組織形成過程に関する研究
－当事者としての活動家に着目して－

東日本大震災・福島原発事故から5年目を迎えた県外避難の現状と課題
－埼玉県における自治体・避難者調査の知見から－

ソーシャルワークの観点からみる成年後見制度の展望
～障害者権利条約第12条で問われているもの

ニュージーランド社会保障の概要と課題

IFSWソーシャルワーク定義にみる世界情勢

戦争をする国・しない国の分岐点　
－政治的判断力が問われる時代のなかで学術的であるために－

空閑　厚樹・若林　明彦 F.ヤール「ビオ-エティック（バイオ-エシックス）」他3論文翻訳


